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CCUの定義
(NEDO「CO₂分離回収技術の概要」より)

• CCUとは、「Carbon dioxide Capture and Utilization(二酸化炭素の
分離回収と有効利用）」の略であり、発電所、製鉄所、化学工場等から排
出されたCO₂を、他の気体から分離して集め、新たな製品の製造に利用する
プロセスである。以下は、その全体像である。



CCUの機能と役割―CCSとの違い
（NEDOムーンショット研究開発事業/DAC成果報告書より）

• CCU：回収したCO₂を利用して、燃料、化学品、建材等を製造する技術

• CCS：回収したCO₂を固定化、地中貯留することで大気への放出を防ぐ技術
（Carbon dioxide Capture and Storage）

CCU,CCSの技術マップ



CO₂ーEOR

「CCUS」とは、「Carbon dioxide Capture, Utilization and Storage」の略で、日
本語では、「二酸化炭素の回収や有効利用、貯留」です。CCUSには、一つの例とし
て「 CO₂ーEOR（Enhanced Oil Recovery）」という、CO₂を古い油田に注入して、
回収できなかった原油を二酸化炭素の力で押し出すという技術があります。



カーボンマネージメント（CCU/CCS/CDR)のイメージ
（経済産業省カーボンマネージメント小委員会資料より）



CCUの役割、意義
（経済産業省カーボンマネージメント小委員会資料より） 

• CCUは、産業活動から排出されるCO₂を可能な限り低減した上で、なお排出さ
れる残余CO₂を適切にマネージメントする脱炭素化に向けた重要な取組の一つ

• ＣＯ₂を有価物（資源）として捉え、新たな別の有価物に転換することで、製
品等のサプライチェーン全体で従来通りの方法と比較してＣＯ₂の排出を全体と
して抑制することができるため、2050年カーボンニュートラル社会の実現に貢献



CCU技術とは
（経済産業省カーボンマネージメント小委員会資料より）

• CO₂を有価物（資源）として捉え、鉱物化によりコンクリート等へ、人口光合成等により化
学品へ、メタネーション等により燃料に再利用することで、従来どおり化石燃料を利用する場
合と比較して大気中へのCO₂排出を抑制し、カーボンニュートラル社会の実現に貢献する



CCU技術・製品概要
（経済産業省カーボンマネージメント小委員会資料より）



CCUを拡大していく絵姿
（経済産業省カーボンマネージメント小委員会資料より）

• 水素の調達環境や技術成熟度等を踏まえつつ、各製品分野における可能な限り早期の
技術確立、低コスト化、普及を目指し、技術開発や実証を進める。

＊市場投入や海外展開を見据え、CO₂削減効果（環境価値）についてLCAの観点を含め、意識することが重要



CCU技術開発に関する留意点
（経済産業省カーボンマネージメント小委員会資料より）

• 気候変動対策・資源確保の必要性に着目して、CCU技術開発を効果的に
進めるための留意点は、以下のとおり

① 多くの技術において、安価なCO₂フリー水素が需要

 ・水素戦略において、2050年で水素のプラント引渡価格20円/N㎥がターゲット

・水素供給に課題が残る状況においても、バイオマス、その他の水素が必要ない技術

の開発を進める

② CCU技術には、ゼロ・エミッション電源の活用が必要

・安定物質であるCO₂を有用物質に転換するためには、多大なエネルギー投入が必要

③ CCU技術の評価には、LCAの視点が重要であり、分析・検証を行う。

また、企画化・標準化についても取り組むことが必要

④ その他、CO₂の分離回収コスト（DACを含む）についても低減を図る



CO₂サプライチェーンについて

• 産業間連携は、CO₂分離回収、輸送、利用のプロセスで構成される。CO₂排出者、
利用者には様々な業種の事業者が存在し、輸送手段、既存物流も含め複数存在

• 産業間連携のあり方は多様であり、どこからCO₂を回収するのか、どの輸送手段が適
切か、CO₂の用途など様々。その際、利用者により求めるCO₂の品質が異なる



CO₂の排出場所と各地点の特徴
（経済産業省カーボンマネージメント小委員会資料より）

・CO₂の大規模排出地点はコンビナートなどの沿岸地域に集中しているが、それ以外
の地域にも排出源は存在している。
・ＣＯ₂の輸送コストや製品毎の製造拠点、水素を必要としないCCUがあることを踏まえ
つつ、コンビナートなどの大規模な排出場所に限定せず、内陸地等の小規模な排出源
も含め、CCU技術の活用の可能性を探る。



CCUにおける産業間連携のイメージ
（経済産業省カーボンマネージメント小委員会資料より）

・コンビナートなどの産業集積地では、既存インフラが整備されており、CCUに必要な
水素供給も効率的に実施することが可能。他方で、CO₂は日本全国から排出されてお
り、セメント・コンクリート等、水素が不要な技術も存在。
・産業間連携のあり方は多様であるが、CO₂の供給量と利用者の集積度合いや既存イ
ンフラの整備状況などを踏まえると以下のような分類が可能。



産業間連携の推進に向けた考え方と取組の方向性
（経済産業省カーボンマネージメント小委員会資料より）

CCUの社会実装を進めるためには、CO₂排出者と利用者を連携させる産業間連携、
すなわちCO₂等のサプライチェーンの構築が必要。他方、現状では、直接利用分野
を除き、ほぼ存在しない。

・長期見通しに不確実性が伴うこともある中で、既存インフラを最大限に活用しつつ、
水素・アンモニアの普及、ＣＣＳやDACの実装など、将来的な社会デザインも想定し
た検討が必要。
・産業間連携は、CO₂分離回収、輸送、利用のプロセスで構成されるが、各プロセス

に様々な業種の事業者が存在。産業間連携のあり方は多様であり、事業環境なども
踏まえ、段階的なCO₂サプライチェーンの構築のあり方を検討していくことにより、事

業の幅が広がっていく可能性がある。その際、関連法令の動向にも留意することが
重要。
・CCUは既存技術に比べて、コストが総じて高いが、産業間連携などを通じて、CO₂

の流通規模を大きくすることで、将来的なコスト削減も期待できる。また、ＣＯ₂削減
効果の最大化や新たな産業育成による地域活性化にも繋がる可能性もある。

・将来的な社会デザインを想定した、多様な産業間連携に向け
た段階的な検討を進め、見える化。
・地域全体でのCO₂排出削減や、回収されたCO₂の供給者と利
用者のマッチング等を担う、「CO₂マネジメント事業者（仮称）」の
役割・課題、担い手等の検討。
・官民による普及啓発、ファーストムーバーへの支援



佐賀市におけるCCUの先駆的プロジェクト

事業名：二酸化炭素回収付き廃発電検討事業

（環境省資料より）



佐賀市の狙い
（佐賀市資料より）



佐賀市の狙いー２
（佐賀市資料より）



佐賀市の二酸化炭素供給状況
（佐賀市資料より）



清掃工場を拠点としたバイオマスの取組み
（佐賀市資料より）



佐賀市バイオマス事業の全体相関図
（佐賀市資料より）



RITE発のバイオベンチャーであるGreen Earth Institute(GEI)が、2023年4月に、NEDOの「CO2とH2を原料として様々な化
学品を製造する菌体の開発及び生産プロセスを開発するための研究開発事業」に採択される

気体混合 発酵※２ 精製
製品化／

残渣利用

樹脂原料発酵液※２

CO2
／
H2

バイオ樹脂／
飼料・肥料添加物

CO2とH2を原料とする水素細菌の遺伝子組み
換えを行い有用化学品を作れるように開発

CO2を直接使うことで
CO2の利用を拡大

水素社会を念頭において
CO2とH2を利用

遺伝子組み換え菌残渣を
飼料・肥料添加物として利用

本プロセス
の強み

凡例

CO2やH2等の気体を原料として使
った、安全を確保した発酵生産プロ

セスの開発とスケールアップ

※2 ここでの「発酵」とは、微生物を用いた物質生産プロセスという広義の意

CO2とH2を原料としたグリーン化学品の製造プロセス

CO2を原料とするようなバイオリファイナリー
分野の新しい基盤技術の開発（GEIの取組み）

本事業
の目的
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大阪・関西万博におけるネガティブエミッション実証プラント

RITE実証プラントエリア
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実証プラント計画のイメージ（2023年7月20日記者発表）



実証プラントエリア レイアウト一例（遠景）
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実証プラントエリア レイアウト一例（遠景 背面）
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（公財）地球環境産業技術研究機構
専務理事 本庄 孝志

honjo@rite.or.jp

ご清聴ありがとうございました。
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